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研修風景（近江八幡市）

観光案内機能も併せ持つ市民サロン（浜田市）

大 阪 府 高 槻 市　人口 ３５８，１８３人
滋賀県近江八幡市　人口　８１，８１０人

島根県益田市　人口　５０，４７０人
島根県浜田市　人口　５８，９３４人
島根県出雲市　人口１７５，５０７人

先進地に学ぶ
〜研修レポート〜
先進地に学ぶ
〜研修レポート〜
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高
槻
市
は
、
昭
和
18
年
１

月
市
制
施
行
、
平
成
15
年
４

月
１
日
に
中
核
市
に
移
行
し

た
。
23
年
度
の
国
保
料
の
限

度
額
は
、
医
療
分
、
後
期

分
、
介
護
分
合
わ
せ
て
72
万

円
。
他
市
（
府
内
）
に
比
べ

る
と
法
定
外
の
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
は
多
い
。
22
年

度
で
３
億
９
，
０
０
０
円
の

不
能
欠
損
を
行
っ
て
い
る
が
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
平

成
20
年
８
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ

収
納
も
開
始
し
、
22
年
度
は

18
・
06
％
。
保
険
事
業
は
人

間
ド
ッ
グ
、
脳
ド
ッ
グ
、
肺

ド
ッ
グ
の
３
ド
ッ
グ
受
診
で

最
高
８
割
、
３
万
円
を
限
度

に
助
成
し
て
い
る
。
ま
た
歯

科
医
師
会
と
協
力
し
て
健
康

づ
く
り
担
当
で
老
人
保
健
法

で
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
歯

周
病
関
係
も
行
っ
て
い
る
。

　

近
江
八
幡
市
で
は
市
民
が

こ
の
地
で
育
っ
て
、
学
ん
で

総
務
文
教
委
員
会

研
修
報
告

平
成
23
年
10
月
19
日
〜
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日
　

­　

益
田
市
で
は
、
保
健
・
福

祉
・
環
境
・
文
化
振
興
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
地
域
住

民
と
行
政
が
連
帯
し
、
支
え

合
う「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
民

活
動
団
体
が
、
自
発
的
に
提

案
す
る
事
業
に
対
し
、
益
田

市
が
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を
図
り
、
市
民
参
加
に

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い

く
た
め
に
「
福
祉
ト
ー
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
。

1 

総
合
相
談
窓
口
機
能

2 

市
民
共
生
の
拠
点
機
能

3 

子
供
の
育
ち
を
地
域
で

　
支
え
る
拠
点
機
能

4 
高
齢
者
・
障
害
者
の
雇

　
用
の
場
の
創
出
推
進
機
能

　

現
在
は
仕
組
み
整
備
の
段

階
で
市
民
共
生
の
拠
点
施
設

整
備
に
取
り
組
み
、
第
２
期

の
基
本
計
画
の
策
定
を
行
う

た
め
に
第
１
期
の
課
題
及
び

評
価
部
分
と
窓
口
の
集
約
に

取
り
組
ん
で
い
る
。　

よ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目

指
す
。

　

近
年
、
民
間
施
設
の
一
部

を
利
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
き

て
い
る
が
、
浜
田
市
も
そ
の

一
例
。
浜
田
市
で
は
、
多
く

の
住
民
が
集
ま
る
「
駅
」
と

い
う
施
設
を
、
待
合
機
能
を

備
え
た
特
産
品
販
売
所
兼
観

光
案
内
所
と
し
て
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
。
こ
こ
で
は
、
住
民

票
等
、
本
来
市
役
所
で
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
機
能
も
持
た
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

図
っ
て
い
る
。

　

出
雲
市
で
は
不
登
校
、
い

じ
め
等
の
問
題
行
動
の
増
加
、

学
力
低
下
と
い
っ
た
課
題
へ

の
対
応
と
し
て
、
平
成
17
年

出
雲
中
央
教
育
審
議
会
を
設

置
。
各
中
学
校
区
内
の
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
地
域
、
家

庭
、学
校
の
協
働
と
幼
稚
園
・

保
育
所
・
小
中
学
校
の
段
差

を
な
く
す
た
め
教
育
シ
ス
テ

ム
を
導
入
。
そ
の
結
果
、
不

登
校
児
童
数
と
い
じ
め
認
知

数
が
減
少
。
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

の
解
消
に
つ
な
が
っ
た
。


